
 

Ｎｏ．１８６              ２３．１１．９       福井県総合政策部政策統計課 

― 読書の秋です ～福井県の読書事情～ ― 

 

 

 

 

１ 人口１０万人当たりの図書館数 

 

 

 

 

 

２ 福井県立図書館の H22 年度の入館者数と個人貸出冊数が、人口比で全国トップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 貸出し図書の種類 
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入館者数（人口千人比）

 秋が深まり、読書に最適なシーズンがやってきました。文化の日を中心とした 2 週間の 10 月 27 日から

11 月 9 日は『読書週間』でもあります。秋の夜長、灯火親しむべし…と昔から言われてきました。 

そこで今回は福井県の読書事情について見ていきましょう。 

次に、図書館の入館者数と貸出冊数について見てみましょう。各都道府県立図書館

を対象に（社）日本図書館協会が行った調査結果によると、福井県立図書館（若狭図

書学習センター含む）の H22 年度の入館者数と個人貸出冊数が、人口比（※１）で全

国トップとなりました。ちなみに、Ｈ15 年度以降 H21 年度までの推移を見ても、入

館者数（人口比）は７年連続全国 1 位、貸出冊数（人口比）は７年連続全国２位（※

２）となっており、常に高順位を維持していることがわかります。県立図書館に限った

データではありますが、福井県人の本好きが垣間見られますね。 
（※１）平成２２年３月３１日現在住民基本台帳に基づく人口（総務省）  （※２）福井県立図書館調べ 

図１ 入館者数・貸出冊数統計 （H22 年度） 

出典：入館者数、貸出冊数については（社）日本図書館協会調べ。それぞれの人口比、全国順位については福井県立図書館調べ。 

初めに、福井県内にどれくらいの図書館があるか見てみましょう。平成２０年社会教育調査報告書（文

部科学省生涯学習政策局）によると、公立図書館数は 37 館です。また、人口 10 万人当たりでは 4.6

館で、全国第６位になっています。 

※同報告書では、「公立図書館」を対象としており、国立図書館は含めていない。また、分館も一館として計上している。 
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福井県立図書館の平成２２年度の個人の貸出冊数は 

852,710 冊でしたが、どのようなジャンルの本が読まれて

いるのか、調べてみました。 

最も多いのが「こども」で全体の 26.4％、次いで「文学」

（19.8％）、「技術」（9.3％）、「社会科学」（9.1％）と続い

ています。子どもの本が貸し出し図書全体の四分の一以上を

占めていることから、福井県立図書館が子ども達にもよく利

用されている様子がうかがわれますね。  

出典：H22 福井県立図書館年報 

図２ 福井県立図書館の貸出し図書の種類（H22 年度） 



４ 人口１０万人当たりの書店数                

                      

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ １人当たりの書籍等販売額 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この資料内容に関するお問合せは、政策統計課産業統計グループ（電話 0776-20-027２）までご連絡ください。 
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平成 24 年 2 月 1 日に、 

「平成 24 年経済センサス-活動調査」 

を実施します。 
我が国のすべての事業所・企業を対象とする大規模な統計調査です。 

どうぞよろしくお願いします。  

 

それでは、書店の数はどうでしょうか。

福井県内の書店数を全国と比較してみま

しょう。 

経済産業省の平成１９年商業統計調

査、総務省平成１９年１０月１日現在推

計人口によると、人口１０万人当たりの

書籍・雑誌小売業の事業所数は、福井県

は１４．９５で全国第 10 位（全国平均

13.５９）となっています。 

 

 

 

経済産業省の平成１９年商業統計調査、総務省平成１８年１０月１日現在推計人口を用いて、１人当

たりの書籍等販売額（書籍・雑誌小売業年間販売額）を出すと、福井県は 15,795 円で全国第９位と

なっています。 

（※商業統計調査の調査対象事業所には、インターネット等を利用した通信販売を行う事業所を含みます。） 

次に、Ｈ８年からの１人当たり書籍等販売額の推移をみてみると、金額は減少していますが、全国と

比較した福井県の順位は１６位から９位に上昇しています。実際、１人当たり書籍販売額を全国平均と

比較すると、福井県の１人当たり販売額が相対的に落ち込みの少ないことが読み取れます。 

順位 都道府県 1人当たり販売額（円）

1 東京都 40,212

2 愛知県 18,678

3 大阪府 17,960

4 京都府 17,389

5 新潟県 17,369

9 福井県 15,795

表１ 1 人当たりの書籍等販売額（Ｈ18） 図３ 1 人当たりの書籍等販売額と全国順位（H8～18） 

出典：「商業統計調査」（Ｈ9、14、19）    経済産業省 

   「推計人口（Ｈ8.10.1、Ｈ13.10.1、Ｈ18.10.1 現在）」 

総務省 

出典：「商業統計調査」（Ｈ19） 経済産業省 

   「推計人口（Ｈ19.10.1 現在）」 総務省 
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 こうして見てくると、福井県人は比較的本に親しんでいるようです。福井県立図書館は平成２３年１０月２

３日に入館者５００万人（移転以降）を達成しましたが、この福井県立図書館を始め各市町立図書館では、い

ろいろな展示や絵本の読み聞かせなども行われ、利用者の読書の楽しみを手助けしています。 

日頃は読書から遠ざかっている方もお近くの図書館や書店に足を運び、読書の秋を楽しんでみてはいかがで

しょうか。 

図２ 人口１０万人あたりの書籍・雑誌小売業の事業所数（H19） 

（円）                        （位） 


